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アホウドリの概要
○分類：ミズナギドリ目アホウドリ科キタアホウドリ属アホウドリ

（学名； Phoebastria albatrus）
○ランク：絶滅危惧Ⅱ類（環境省レッドリスト2006）
○繁殖地：伊豆諸島鳥島、尖閣諸島

○形態及び生物学的特性：
・成熟個体で全長が84～94cm。翼開長210～230cm。
・成鳥：胴部と翼の基部が白色、頭部は淡黄色、
翼の先端部から後縁及び尾先端が黒褐色。

・ヒナ、若鳥(2歳頃まで)：全身暗褐色。
・繁殖活動は10月～翌年5月。 7歳頃から繁殖に参加し、
巣立った場所に戻ってきて繁殖を行う傾向が強い。

○減少要因と個体数の推移：
・1890年以前は推定数百万羽いたが、1890～1900年代に
乱獲され、1949年の調査で絶滅宣言が出された。

・1951年に約10羽が鳥島で再発見された。
・1993年保護増殖事業開始時の推定個体数は約600羽。
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聟島における新繁殖地形成事業
■経緯：
●平成5年からの保護増殖事業によって、鳥島における保護増
殖事業は一定の成果を得て、個体数が増加。
（2010年の繁殖期において、総個体数約2,600羽と推定）
※アホウドリ保護増殖分科会委員、東邦大学長谷川教授の推定による。

●しかし、鳥島は火山島であり、噴火による生息地の破壊が懸
念され、 非火山島での新繁殖地の形成が必要と考えられた。

●これを受けて、小笠原諸島聟島に新たな繁殖地を形成するた
めの事業が開始。

■新繁殖地形成事業の概要：
●平成19年からの5ヵ年事業。 （財）山階鳥類研究所が、環境省、
米国魚類野生生物局等の支援を得て実施

●従来の繁殖地である鳥島からヘリコプターでヒナを聟島に移送
（毎年2月頃、35日齢程度）、巣立ちまでの約３ヶ月間人工飼育
を行う。

むこじま

【鳥島での輸送準備の様子】
写真提供：山階鳥類研究所

【聟島に到着したヘリ】 【聟島に移送されたヒナ】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでのアホウドリの保護増殖事業の経緯について説明させていただきます。これは、鳥島の地形図ですが、この南東に位置する燕崎は、１９５１年にアホウドリが再発見された場所で、現在世界のアホウドリの９割近くが繁殖をしている場所です。この場所は急傾斜で、火山灰や土砂が常に流入し、植物も生えていなかったため、雛や卵が埋もれてしまい、繁殖成功率が低い状態でした。そこで、植栽を行ったり、砂防工事を行うことで、繁殖成功率を向上させる事業を実施しました。平成５年に策定した保護増殖事業計画では、引き続き燕崎の植栽の維持を図ると共に、より安定した立地でアホウドリに繁殖してもらうために、鳥島の西に位置する初寝崎付近の斜面に、デコイと呼ばれる実物大のアホウドリの模型と、アホウドリの鳴き声を再生する音声装置を設置し、アホウドリの繁殖地を新たに形成する事業を実施しました。



聟島への移送状況と巣立ちヒナの帰還状況

帰還確認日 性別 年齢 移送年

２月１０日 オス ３歳 平成２０年

２月２５日 メス ３歳 平成２０年

３月１２日 メス ３歳 平成２０年

３月１７日 メス ３歳 平成２０年

３月２６日 オス ２歳 平成２１年

４月１日
オス ３歳 平成２０年

メス ３歳 平成２０年

【鳥島から聟島へのヒナの移送状況】
移送年 オス メス 合計

平成２０年 ４羽 ６羽 １０羽

平成２１年 １０羽 ５羽 １５羽

平成２２年 １１羽 ４羽 １５羽

平成２３年 ８羽 ７羽 １５羽

【平成２３年に聟島への帰還が確認された巣立ちヒナ一覧】

【巣立ち後、海上で羽ばたきの練習
をする（5月12日） 】
写真提供：山階鳥類研究所

【2月10日に帰還が確認された個体 】
写真提供：山階鳥類研究所

計：55羽移送

4→7歳頃からの聟島での繁殖に期待

●平成２３年２月：聟島を巣立ったヒナの帰還を初めて確認

【幼鳥衛星追跡結果】
（平成21年5月～
平成22年2月まで）

※アリューシャン列島や
アメリカ西海岸へ飛来し
ていることが判明
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